














は 5 部構成、全 12 章から成り、各章の要旨を以下に示す。 
 
第 1部 序論 




























































































第 2部 字誌各論 
第 4章 「学・挙・蛍」の冠 










A 類（臼／火）         
B 類（ﾘﾎ／七七）       
C 類（ツ）       
D 類（文）    （學・覺・擧・譽） 














字種において C 類字体の使用が許容されるようになったことで、「榮」の類も C 類字体に
統一しようとする意識が生まれたのではないかと思われる。 
 








A1 類（睪・睾の類）  （驛） （釋） 
A2 類（草書字体）  （釋） 




























体を調査したところ、中国由来と見られる「 ・ 」の使用は、比較的早く 15 世紀前期頃
から例が見えるが、当初はこの 2 字種以外に符号「〻・邇」を用いた略字は見られない。し
かし 15 世紀後期には「疂（疊）」「軣（轟）」等、同一構成要素を 3 つ連ねる字体を「邇」
符号で省略する手法が見え始めるようになった。16 世紀以降はさらに多くの字種で「邇」
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第 3部 位相論 

































  A 類：「弗」（またはその変形）とするもの    
  B 類：「ム」とするもの      
 


















第 10章 いわゆる抄物書の位相 
 漢字の簡略化の手法の中には、「僧侶などが書写などをする際に、頻繁に出てくる、漢字



























第 4部 総論 


























第 5部 結語 
第 12章 漢字字体史における略字体史の位置 
日本における略字体史は、日本人が漢字を中国から受容して以来、単純な模倣の段階から
脱して新たに発生した字体や略記法を、いかにして我が物にしてきたかという、一種の「日
本化」の歴史であると言えるであろう。本研究の漢字字体史上の意義は、次のような点に纏
めることができる。 
 
①略字体が拡大する過程の解明 
本研究によって、特定の字種（例えば、「睪」が「尺」に交替する例では「釋」の字種）
を基幹として、他の字種にも略記法が拡大していく様相を具体的に捉えた他、字体選択に関
わる合理化の傾向も認めることができた。殊に室町時代中期頃からこれらの現象が個別的
でなく纏まった形で伸張することを明らかにした点は、本研究で特筆すべき点である。 
②書記者の位相による差異の解明 
 位相論的観点からの実態調査により、平安・鎌倉時代には比較的明瞭であった仏家・非仏
家間の位相差が、室町時代を過ぎると曖昧となり、位相を問わず略字の使用が拡大するとい
う現象を捉えることができた。また、これまで漠然と慣例的に捉えられることの多かった
「抄物書」の実態を示すことができた。 
③略字体史の把握と段階モデルの提示 
 概ね中古から近世初期まで、非規範的世界での字体使用について史的傾向を把握し、 
 ①新たな字体を受容／創出する段階 
 ②略字体の模倣から脱却し字体構成の範列的な分析が為される段階（室町中期頃、略字体
史の劃期） 
 ③範列的交替による略記法の積極的な応用の段階（室町後期以降） 
という段階性を以て捉えられることを示した。 
 
 他の類型の略字体との関わりや近世以降の動向など、本論で残された課題も多く、本研究
で明らかにできたことは漢字字体史上の僅か一角に過ぎないものである。略字以外の字体
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（規範字体やいわゆる俗字等）との関わりや、新たな字種の創出（和製漢字）の歴史との関
わり、さらには中国側からの影響等も含めて、漢字字体全体を総括した歴史叙述が望まれる。 
そのような字体史の叙述を目指していく上でも、本論は字体史研究の一つの出発点と方
向性を示すことになると思われる。 
